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ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.93 2023.2.1

市議会のテレビ広報番組

「ようこそさいたま市議会へ」は
こうやって作っています！
 



番組は市議会ホームページや
YouTubeでいつでも
ご覧いただけます!

さいたま市議会　テレビ
https://www.city.saitama.jp/gikai/005/kouhou/002/index.html

プレビュー9
議会広報編集委員会
で実際に番組内容を
視聴し、必要に応じ
て修正します。

企画・打合せ1
議会広報編集委員会で、年間の企画に
ついて話し合い決定します。
今回の番組の企画・テーマを決め、番
組内容やスケジュールを調整します。

ナレーション・手話収録8

番組の収録・撮影／本番6
番組ディレクターの指揮のもと、出演者や
スタッフが一丸となって撮影に臨みます。

本番前リハーサル 5
スムーズに進行できるよう
リハーサルを実施します。

番組作りに必要な様々な
情報を集めます。

リサーチ2

放送10
送信所から放送波が送られ、各
家庭などに番組が届けられます。

企画や収集した情報をもとに、タ
イムスケジュールや台本などを
作成。議員との打合せも行います。

収録・ロケ準備3

3/19（日）10：00～10：15 〔テレビ埼玉〕
次回の放送予定

ロケハン（下見・場所の選定）4
屋外や施設などでロケを行う場合は、ロケハ
ンを事前に行います。
企画内容にマッチするかを判断し、撮影方法
を決定。ロケ先と打合せも行います。

本番 5秒前！

キュー

3
2

1

映像編集／
MA（マルチオーディオ）

7

撮影した映像を、ディレクターが
番組の放送時間に合わせて専用機
材を使って編集します。
さらに、映像にテロップやBGM
などを加えます。

アナウンサーや手
話通訳者、技術ス
タッフと調整し、
収録します。

ここでの決定が
番組の大きな
コンセプトと
なります

ここでの決定が
番組の大きな
コンセプトと
なります

事前の調査が
番組の大切な柱!　
この情報収集が
とても重要です

事前の調査が
番組の大切な柱!　
この情報収集が
とても重要です収録の際に

妨げとなるものが
ないかチェック！
対策も考えます

収録の際に
妨げとなるものが
ないかチェック！
対策も考えます

カメラワークや
明るさの調整、

音声のチェックをして
撮影に入ります

カメラワークや
明るさの調整、

音声のチェックをして
撮影に入ります

テロップは
入力ミスが
ないか、

テレビで見た時の
見やすさなどを
チェックします

テロップは
入力ミスが
ないか、

テレビで見た時の
見やすさなどを
チェックします

POINT

ディレクターの
合図で本番開始！
現場は緊張感で
いっぱいです！

ディレクターの
合図で本番開始！
現場は緊張感で
いっぱいです！

POINT

議員が細かく
確認します
議員が細かく
確認します

POINT

読み原稿の確認など、
最後まで

気が抜けません

読み原稿の確認など、
最後まで

気が抜けません

POINT

POINT

POINT

POINT

しっかり準備することが
スムーズな進行に
つながります

しっかり準備することが
スムーズな進行に
つながります

POINT

POINT

放送後には振り返りを行い、
より良い番組の制作に取り組んでいます。
 もありますので、
ぜひ「ようこそさいたま市議会へ」を
ご覧ください。

放送後には振り返りを行い、
より良い番組の制作に取り組んでいます。
 もありますので、
ぜひ「ようこそさいたま市議会へ」を
ご覧ください。

視聴者プレゼント視聴者プレゼント

さいたま市議会では、市議会の動
きなどを映像でお伝えするテレビ
広報番組「ようこそさいたま市議
会へ」を、定例会ごとにテレビ埼
玉で放送しています。
今回は、番組のナビゲーターが番
組ができるまでをご紹介します。

市議会の
テレビ広報番組
市議会の
テレビ広報番組

は、こうやって作っています！は、こうやって作っています！

ナビゲーター
は だ さ おり

羽田沙織さん

副議長  三神尊志
み かみ たか し

議長  中島隆一
なか たか いちじま

　
こ
の
度
、さ
い
た
ま
市
議
会
の

第
19
代
議
長
お
よ
び
第
19
代
副

議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
あ

り
、そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、歴
代
正
副

議
長
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
尽

力
に
よ
っ
て
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し

た
さ
い
た
ま
市
議
会
の
伝
統
を

継
承
し
な
が
ら
、市
民
に
開
か
れ

た
さ
い
た
ま
市
議
会
の
改
革
と

発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
よ
り
、市
民
の
皆
様

の
生
活
や
地
域
経
済
に
は
、
今

も
な
お
、
甚
大
な
影
響
が
生
じ

て
い
ま
す
。本
市
議
会
と
い
た
し

議長・副議長 就任あいさつ

ま
し
て
は
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
山
積

す
る
行
政
課
題
に
対
し
て
し
っ
か

り
と
議
論
を
行
い
、
社
会
経
済

活
動
の
再
興
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
議
会
の
使
命
を
踏
ま
え
、

市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え

る
べ
く
、さ
ら
な
る
議
会
機
能
の

充
実
・
強
化
を
図
り
、
公
正
か

つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、市
議
会
に

対
す
る
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

各区で選挙する議員の数は、公職選挙法
に基づき、人口に比例して条例で定めるこ
ととされています。令和2年に実施された
国勢調査における各区の人口に比例して
議員定数（60人）を割り振った数とするた
め、条例を改正する議案が議員から提出さ
れ、賛成多数で可決されました。
これにより、今年4月に行われるさいたま
市議会議員選挙では、桜区から選出され
る議員が5人から4人へ、緑区から選出さ
れる議員が5人から6人へ変更されること
となります。

議員提出議案第5号　さいたま市議会議員定数及び各選挙区選出議員数に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

各選挙区から選出する議員数を見直し

さいたま市議会における個人情報の適正な取扱いに必要な事項を定め、議会事務の適正・円滑な運営
と、個人の権利利益を保護することを目的とする条例を新たに制定するための議案が議員から提出さ
れ、可決されました。　➡裏表紙「ロクマルキーワード」でもくわしく解説しています。

議員提出議案第4号　さいたま市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

市議会の個人情報保護に関する条例が可決

議員から以下の意見書案が提出され、いずれも可決されました。

議員提出議案第6号　帯状疱疹ワクチンの接種を予防接種法に基づく定期接種とすることを求める意見書　ほか1議案

市議会から国へ意見書を提出

令和4年12月定例会（11月30日～12月23日／会期24日間）

12月定例会で審議された議案　市長提出議案51件、議員提出議案4件／合計55件

国の補正予算に伴う事業の実施や、デジタルインフラの整備などに要する経費について、市長から令
和4年度補正予算議案が提出され、可決されました。

議案第145号　令和4年度さいたま市一般会計補正予算（第9号）　ほか7議案

69億円超の補正予算議案を可決

●帯状疱疹ワクチンの接種を予防接種法に基づく定期接種とすることを求める意見書
●知的障害者に係る国の福祉施策等の推進を求める意見書

＜主な事業＞
●妊娠期からの「伴走型相談支援」と、妊娠・出生時各5万円の「パパママ応援ギフト」の支給
●園児・児童などを送迎する車両への安全装置導入に対する補助
●医療扶助オンライン資格確認導入のための生活保護システムの改修

ほうしん

西区

桜区

北区

大宮区

中央区
浦和区

南区

緑区

岩槻区
見沼区

8人

9人5人

7人

5人 5人

5人→6人

7人

5人→4人

4人

各区の議員数
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すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。

の
ほ
か
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

活
用
し
た
導
入
方
法
が
あ
る
が
、
導

入
に
当
た
っ
て
は
、
い
ず
れ
の
方
法

で
も
、
現
在「
大
宮
」ナ
ン
バ
ー
を
使

用
し
て
い
る
近
隣
市
町
に
お
け
る
住

民
の
合
意
形
成
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
さ
い
た
ま
」ナ
ン

バ
ー
の
実
現
は
、
都
市
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
、
地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り

の
醸
成
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
ず
は
近
隣
市
町
の
行

政
側
の
意
向
を
確
認
し
、
課
題
解
決

に
向
け
、
引
き
続
き
、
調
査
研
究
を

深
め
て
い
き
た
い
。

視
覚
障
が
い
者
が
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

日
常
生
活
を
支
援
す
る
同
行
援
護
が

欠
か
せ
な
い
。
対
応
で
き
る
事
業
所

や
従
業
者
は
不
足
し
て
お
り
、
事
業

所
へ
の
支
援
や
同
行
援
護
従
業
者
の

養
成
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

同
行
援
護
従
業
者
の
養
成

研
修
は
、
制
度
上
は
都
道

本
庁
舎
移
転
議
案
の
可
決

に
際
し
、
市
役
所
の
所
在

地
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
さ
い
た
ま

新
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
表
示
と
す
る

こ
と
の
検
討
を
求
め
る
附
帯
決
議
が

委
員
会
で
可
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
最
大
限
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

市
役
所
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
区
名
や
住

所
を
念
頭
に
検
討
し
た
も
の
で
は
な

い
が
、
附
帯
決
議
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
区
割
り
や
住
所
の
変
更
が
考
え

ら
れ
る
。
住
所
な
ど
を
変
更
す
る
こ

と
は
、
長
年
親
し
ま
れ
て
い
る
地
名

に
対
す
る
想
い
、
住
所
や
登
記
の
変

更
手
続
き
に
新
た
な
負
担
が
生
じ
る

な
ど
、
地
域
住
民
や
法
人
に
与
え
る

影
響
と
い
っ
た
課
題
は
少
な
く
な
い
。

現
在
、
こ
の
区
域
に
限
ら
ず
、
住
居
表

示
な
ど
を
実
施
す
る
際
の
基
準
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
区
割
り
を
変

更
す
る
場
合
も
、
現
在
の
区
割
り
と

な
っ
た
経
緯
や
住
民
へ
の
影
響
を
勘

案
し
、
そ
の
要
否
を
含
め
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
走
る
広
告
塔
」と
も
い
わ

れ
る
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
。
政
令
指
定
都
市
の
中
で

市
名
の
ナ
ン
バ
ー
が
な
い
の
は
、
実

質
、
本
市
の
み
で
あ
る
。
市
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め「
さ
い
た
ま
」ナ
ン
バ
ー
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

「
さ
い
た
ま
」ナ
ン
バ
ー
の

実
現
に
つ
い
て
は
、
国
に

よ
る
自
動
車
登
録
関
係
法
令
の
改
正

一
般
質
問

19
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

萩
原
章
弘
／
稲
川
智
美
／
谷
中
信
人

高
柳
俊
哉
／
武
田
和
浩
／
新
井
森
夫

野
口
𠮷
明
／
久
保
美
樹
／
照
喜
納
弘
志

新
藤
信
夫
／
浜
口
健
司
／
高
野
秀
樹

土
井
裕
之
／
服
部　

剛
／
川
村　

準

桶
本
大
輔
／
松
村
敏
夫
／
吉
田
一
郎

鳥
羽　

恵

市
の
政
策
・
行
財
政

移
転
す
る
本
庁
舎
の
所
在
地

新
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
表
示
に

同
行
援
護
従
業
者
を
養
成
し

視
覚
障
が
い
者
の
自
立
支
援
を

「
さ
い
た
ま
」ナ
ン
バ
ー
を
導
入
し

積
極
的
に
市
を
Ｐ
Ｒ
す
べ
き

質
問
者

令
和
13
年
度
に
本
庁
舎
の
移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
る

さ
い
た
ま
新
都
心
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ほ
か
街
区

福
祉
・
保
健
・
医
療
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府
県
が
実
施
す
る
事
業
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
は
、
視
覚
障
害
者
福
祉
協

会
な
ど
8
事
業
者
が
県
の
指
定
を
受

け
実
施
す
る
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
研
修
の
受
講
状

況
を
踏
ま
え
、
養
成
研
修
を
行
う
事

業
者
の
増
加
を
必
要
に
応
じ
て
県
に

働
き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、
市
内
の

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
研

修
の
受
講
を
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
一
般
の
方
へ
の
周
知
も
検
討
し
、

研
修
受
講
者
の
増
加
も
図
っ
て
い
き

た
い
。
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
視

覚
障
が
い
の
あ
る
方
が
同
行
援
護
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

委
託
金
に
つ
い
て
、
国
基

準
に
よ
る
新
制
度
導
入
は
評
価
す
る

が
、
減
額
と
な
る
ク
ラ
ブ
に
対
す
る

経
過
措
置
や
、
ク
ラ
ブ
の
分
離
・
新

設
の
際
の
施
設
整
備
に
対
す
る
行
政

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

民
設
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
委
託
実
施
基
準
に
つ
い

て
は
、
市
の
独
自
基
準
か
ら
国
の
基

準
へ
改
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
委
託

金
が
減
額
と
な
る
ク
ラ
ブ
へ
の
経
過

措
置
と
し
て
、
5
年
間
の
範
囲
で
現

行
基
準
と
旧
基
準
を
比
較
し
そ
の
差

額
を
補
助
す
る
。
今
年
度
は
満
額
、

令
和
５
年
度
か
ら
8
年
度
に
か
け
て

は
毎
年
5
分
の
1
ず
つ
補
助
率
を
逓

減
し
て
の
補
助
と
な
る
。
施
設
整
備

へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
国
の

基
準
に
よ
る「
概
ね
40
人
以
下
」へ
の

移
行
な
ど
に
向
け
ク
ラ
ブ
の
分
離
・

新
設
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

新
規
開
設
時
の
事
業
者
負
担
額
軽
減

の
有
効
性
や
物
価
動
向
な
ど
を
精
査

し
、
改
修
費
用
に
係
る
補
助
金
の
拡

充
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

帯
状
疱
疹
は
近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
、
医
療
費
の
増

大
や
生
活
の
質
の
低
下
を
招
い
て
い

る
。
予
防
効
果
が
高
い
ワ
ク
チ
ン
は

高
額
な
た
め
、
接
種
を
控
え
る
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
一
日
も
早
い
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
予

防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期

予
防
接
種
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な

い
が
、
現
在
、
国
で
は
定
期
接
種
化

が
検
討
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効

性
や
安
全
性
、
導
入
年
齢
な
ど
の
観

点
か
ら
順
次
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
一
部
の
自
治
体
で
は
独
自
の
助

成
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
本
市

で
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
国
の
議
論
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。
本
市
と
し
て
は
、
疾
病
の

知
識
や
ワ
ク
チ
ン
情
報
な
ど
を
、
帯

状
疱
疹
が
発
症
し
や
す
い
世
代
に
広

く
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
に
よ
り
、
引
き
続
き
市
民
へ
の

情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
。

乳
幼
児
健
診
の
都
度
、
提

出
す
る
健
診
票
は
、
毎
回

同
様
の
内
容
を
記
入
す
る
作
業
が
子

育
て
と
仕
事
で
忙
し
い
保
護
者
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
簡
単
に
入
力
で
き
る「
ス
マ
ー
ト

健
診
」を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

乳
幼
児
健
康
診
査
の
際
に

健
診
票
に
記
入
す
る
項
目

は
健
康
診
査
ご
と
に
異
な
る
が
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
出
生
時
の
身
長
や
体

重
な
ど
は
す
べ
て
の
診
査
で
同
内
容

の
記
入
が
必
要
で
あ
り
、
保
護
者
か

ら
は
電
子
化
で
き
な
い
か
と
い
う
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
国
で
は
、
令

和
4
年
に
厚
生
労
働
省
に
設
置
さ
れ

た
検
討
会
で
母
子
保
健
情
報
の
電
子

化
の
議
論
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
行

政
や
医
療
機
関
、
住
民
な
ど
様
々
な

立
場
か
ら
見
た
課
題
が
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
母

子
保
健
情
報
の
電
子
化
は
今
後
推
進

す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
先

進
自
治
体
の
取
組
状
況
も
参
考
に
、

国
の
検
討
会
の
議
論
の
経
過
な
ど
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

健
診
票
の
記
入
を
電
子
化
し

乳
幼
児
健
診
の
負
担
軽
減
を

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

ワ
ク
チ
ン
接
種

早
期
の
助
成
制
度
の
導
入
を

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
委
託
金

新
制
度
に
対
応
し
た
サ
ポ
ー
ト
を

忙
し
い
中
で
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
組
が
求
め
ら
れ
る
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議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

多
様
な
働
き
方
が
増
え
る

中
、
24
時
間
保
育
も
含
め

た
夜
間
保
育
が
必
要
と
考
え
る
。
本

市
の
保
育
園
に
お
け
る
保
育
時
間
の

現
状
、
ま
た
、
夜
間
保
育
実
施
に
当

た
っ
て
の
課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

現
在
、
市
内
の
認
可
保
育

所
な
ど
の
開
所
時
間
は
、

施
設
に
よ
り
異
な
る
が
、
最
長
で
20

時
30
分
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
時
的
に
17
時
か
ら
22
時
ま
で
保
育

を
提
供
す
る「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ

イ
」や
、
宿
泊
を
伴
う
児
童
の
預
か
り

な
ど
を
行
う「
子
育
て
緊
急
サ
ポ
ー

ト
」、
臨
時
的
に
終
日
預
か
り
も
可
能

な「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」な
ど
の
各
種
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
深
夜
に
及
ぶ
夜
間
保
育
の
実

施
に
は
、
実
施
が
可
能
な
法
人
の
有

無
、
保
育
士
な
ど
の
人
員
確
保
、
安

心
安
全
な
保
育
環
境
の
確
保
、
各
法

令
と
の
関
係
な
ど
様
々
な
課
題
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
他
自
治
体

で
の
実
施
の
背
景
や
取
組
、
各
種
制

度
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

不
登
校
の
小
・
中
学
生
が

全
国
で
過
去
最
多
の
24
万

人
と
な
っ
た
。
課
題
を
抱
え
る
児
童

生
徒
の
学
び
を
保
障
し
、
多
様
な
学

び
の
場
を
提
供
す
る
＊
不
登
校
特
例
校

の
分
教
室
設
置
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

不
登
校
特
例
校
は
教
育
機

会
確
保
法
に
お
い
て
努
力

義
務
と
し
て
設
置
促
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
令
和
4
年
に

不
登
校
等
児
童
生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー

（
通
称
G
row
th）を
開
設
し
、
同
セ
ン

タ
ー
に
は
令
和
4
年
11
月
時
点
で

117

人
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。
児
童
生
徒

か
ら
は
数
多
く
の
前
向
き
な
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
不
登
校
の
児
童
生

徒
へ
の
新
た
な
支
援
と
と
も
に
、
特

例
校
に
つ
い
て
先
進
的
に
取
り
組
む

自
治
体
も
視
察
し
、
情
報
交
換
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
将
来

的
に
は
G
row
thを
土
台
と
し
て
、
さ

ら
に
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い
く
た
め
、

本
市
ら
し
い
特
例
校
の
在
り
方
を
研

究
し
、
不
登
校
特
例
校
や
分
教
室
の

設
置
を
含
め
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

心
の
知
能
指
数
と
い
わ
れ

る「
Ｅ
Ｑ
」。
本
市
の
子
ど

も
た
ち
に
は
、
勉
強
だ
け
で
な
く「
生

き
る
力
」を
育
て
る
、
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｑ

教
育
こ
そ
必
要
と
考
え
る
。
大
宮
国

際
中
等
教
育
学
校
で
モ
デ
ル
的
に
Ｅ

Ｑ
診
断
を
採
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
学
力
と
と

も
に
Ｅ
Ｑ
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
教

育
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
学
び
を
引
き
続
き

展
開
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
一
人
ひ
と
り
の
Ｅ
Ｑ
を

可
視
化
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た
生
徒

へ
の
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
で
、

個
別
最
適
で
探
究
的
な
学
び
の
推
進

に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

大
宮
国
際
中
等
教
育
学
校
で
活
用
で

き
る
Ｅ
Ｑ
の
研
究
を
進
め
、
実
践
し

て
い
く
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
学
力
や
自
己
肯

定
感
を
高
め
、
何
事
に
も
挑
戦
す
る

態
度
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
市

内
の
各
学
校
に
広
げ
て
い
く
。

片
柳
小
学
校
の
バ
ス
通
学

児
童
29
人
の
う
ち
、
通
学

距
離
3
㎞
以
上
で
定
期
代
が
半
額
補

助
さ
れ
る
の
は
13
人
。
同
じ
通
学
班

で
補
助
の
な
い
児
童
を
ど
う
考
え
る

か
。
実
態
に
合
わ
せ
1.5
㎞
か
ら
補
助

す
る
自
治
体
も
あ
る
中
、
全
員
を
補

助
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
で
は
、
小
学
校
低
学

年
の
児
童
が
徒
歩
に
よ
り

24
時
間
い
つ
で
も
対
応
で
き
る

夜
間
保
育
の
早
期
実
現
を

＊
Ｅ
Ｑ
教
育
の
導
入
で

子
ど
も
た
ち
に「
生
き
る
力
」を

特
例
校
の
分
教
室
を
設
置
し

不
登
校
の
子
ど
も
に
学
び
の
場
を

＊ 不登校特例校
不登校の児童生徒を対象に特別の教育課程を編成して教育を
実施する学校。

バ
ス
通
学
の
小
学
生
に
は

全
員
に
定
期
代
を
補
助
す
べ
き

教
育
・
文
化

協
調
性
や
共
感
力
、
創
造
力
な
ど
を
育
む
Ｅ
Ｑ
教
育

学
校
の
ほ
か
企
業
で
の
人
材
育
成
に
も
活
用
さ
れ
る

＊ EQ（Emotional Quotient）
自分の感情を認識し自制する能力、他者を共感的に理解する
能力など、感情という視点から測定する指数。日本語では「心
の知能指数」「情動指数」「感情指数」などと訳される。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ

は
、

365
日
24
時
間
利
用
で

き
る
な
ど
利
用
者
の
利
便
性
確
保
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
配
慮
し
た
有
意

義
な
事
業
で
あ
り
、
市
の
役
割
は
、

利
用
促
進
に
必
要
な
情
報
提
供
や
課

題
解
決
に
向
け
た
側
面
支
援
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
本
事
業
は
食
品

ロ
ス
削
減
に
有
効
な
取
組
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
、
事
業
系
食
品
ロ
ス
削

減
に
公
民
連
携
に
よ
り
取
り
組
む

「
チ
ー
ム
E
at 

A
ll」登
録
事
業
者
や
、

本
市
の
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

に
参
画
す
る
商
工
会
議
所
と
情
報
共

有
を
図
っ
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、

民
間
事
業
者
に
お
け
る
採
算
性
な
ど

の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
会
議
の

場
を
設
け
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

再
生
資
源
物
の
屋
外
保
管

施
設
、
い
わ
ゆ
る「
金
属

ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
」が
夜
間
で
も
営

業
し
、
騒
音
や
振
動
な
ど
で
近
隣
住

民
の
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
、
条
例
や

ル
ー
ル
の
制
定
が
必
要
で
は
。

岩
槻
駅
は
、
地
下
鉄
７
号

線
の
延
伸
に
よ
り
延
伸
線

も
利
用
で
き
る
鉄
道
の
結
節
点
と
な

る
。
ま
た
、
東
京
都
心
方
面
へ
の
新

た
な
経
路
が
構
築
さ
れ
、
経
路
選
択

の
多
様
化
や
乗
換
え
回
数
の
減
少
な

ど
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
岩
槻
駅
周
辺
地
区
は

現
在
進
め
て
い
る
ま
ち
な
み
づ
く
り

や
地
域
資
源
の
魅
力
向
上
な
ど
の
取

組
が
生
か
さ
れ
、
副
都
心
と
し
て
の

機
能
が
一
層
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
岩
槻

ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど

各
計
画
へ
の
明
記
に
つ
い
て
は
、
鉄

道
事
業
者
へ
の
事
業
要
請
を
契
機
と

再
生
資
源
物
な
ど
を
保
管

す
る
屋
外
保
管
ヤ
ー
ド
の

設
置
に
関
し
、
現
在
は
直
接
規
制
す

る
法
令
は
な
い
が
、
屋
外
と
い
う
特

性
上
、
騒
音
や
振
動
、
粉
じ
ん
な
ど

生
活
環
境
に
対
す
る
支
障
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
規
制
す
る
条

例
を
制
定
す
る
自
治
体
は
増
え
て
お

り
、
本
市
も
先
行
事
例
を
調
査
研
究

し
て
き
た
。市
内
で
も
屋
外
保
管
ヤ
ー

ド
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま

乱
立
し
て
問
題
が
広
範
囲
に
及
ぶ
前

に
一
定
の
ル
ー
ル
整
備
が
必
要
と
強

く
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、ヤ
ー

ド
を
新
規
設
置
す
る
際
の
事
前
の
説

明
会
開
催
の
義
務
付
け
や
、
本
市
独

自
の
規
定
の
必
要
性
も
検
討
し
て
い

る
。
今
後
も
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

地
下
鉄
7
号
線
延
伸
や
中

間
駅
の
検
討
が
前
向
き
に

進
ん
で
い
る
。
終
着
駅
と
な
る
岩
槻

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
各

種
計
画
へ
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド

規
制
す
る
条
例
の
制
定
を

1
時
間
で
通
学
で
き
る
距
離
を
３
㎞

と
み
な
し
、
公
共
交
通
機
関
利
用
の

補
助
基
準
を
定
め
て
い
る
。
法
令
に

よ
り
小
学
校
の
通
学
距
離
が
概
ね
4

㎞
と
さ
れ
て
い
る
中
、
低
学
年
の
児

童
に
関
し
て
は
3
㎞
を
基
準
と
し
て

い
る
。
他
の
小
学
校
で
も
3
㎞
近
く

歩
い
て
通
学
す
る
児
童
も
い
る
こ
と
、

ま
た
、
他
の
自
治
体
に
は
そ
れ
ぞ
れ

事
情
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ

ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
も
現
在

の
基
準
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。
な

お
、
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き

確
保
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
十
分

に
検
討
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ

は
、
対
象
者
が
24
時
間
食

料
支
援
を
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
食
品

ロ
ス
と
生
活
困
窮
者
対
策
を
同
時
に

解
決
す
る
新
し
い
方
策
で
あ
る
。
本

市
で
も
、
導
入
に
向
け
事
業
者
へ
の

支
援
を
望
む
が
、
市
の
見
解
は
。

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
リ
ッ
ジ
を
導
入
し

食
品
ロ
ス
削
減
と
困
窮
者
対
策
を

＊ コミュニティフリッジ
地域のスーパーなどの企業や個人が余剰食品を入れ、必要な
方が自由に持ち出せる「公共の冷蔵庫」。

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

地
下
鉄
延
伸
を
見
据
え
た

岩
槻
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を

地
下
鉄
７
号
線
延
伸
事
業
に
合
わ
せ
た

ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
岩
槻
駅
周
辺
地
区
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容
器
包
装
プ
ラ
」と「
製
品
プ
ラ
」を
新

た
な
収
集
品
目
に
加
え
、
さ
ら
な
る

資
源
化
を
推
進
し
て
い
く
。
分
別
品

目
が
増
え
る
こ
と
で
、
市
民
負
担
や

収
集
・
中
間
処
理
コ
ス
ト
が
大
幅
に

増
加
す
る
こ
と
や
、
さ
ら
に
は
現
状

の
中
間
処
理
施
設
で
は
選
別
・
圧
縮

梱
包
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
新
法
に

も
対
応
で
き
る
施
設
へ
の
改
修
が
必

要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
明
確

に
す
る
た
め
、
今
後
実
証
実
験
を
行

い
、市
民
の
意
向
や
二
酸
化
炭
素
削
減
、

コ
ス
ト
な
ど
を
ト
ー
タ
ル
的
に
検
証

し
、
本
市
に
見
合
っ
た
資
源
化
ル
ー

ト
を
構
築
し
、
段
階
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

鴻
沼
川
は
河
川
改
修
や
調

節
池
な
ど
の
治
水
安
全
施

設
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
沿
川
の

市
街
化
調
整
区
域
に
は
駅
前
や
住
宅

地
が
多
く
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
も

早
期
の
市
街
化
区
域
編
入
が
望
ま
れ

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に

具
体
的
な
基
準
は
な
い
が
、

安
心
安
全
な
ま
ち
を
形
成
す
る
た
め

し
、
総
合
振
興
計
画
の
見
直
し
を
含

め
検
討
し
、
引
き
続
き
着
実
に
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
利
用

し
た
い
時
に
予
約
し
て
使

う
た
め
、
環
境
面
で
も
無
駄
が
な
く
、

早
急
に
広
げ
る
べ
き
。
ま
た
、
高
齢

者
の
幸
福
度
ア
ッ
プ
や
健
康
増
進
、

さ
ら
に
経
済
効
果
も
あ
る
お
で
か
け

応
援
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
拡
大
に

つ
い
て
は
、
現
在
実
施
し

て
い
る
緑
区
や
岩
槻
区
で
の
実
証
実

験
の
結
果
を
踏
ま
え
、収
支
採
算
性
や
、

路
線
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
と
の
共
存
な

ど
の
課
題
を
検
証
し
有
効
性
を
確
認

し
た
う
え
で
、
市
内
他
地
区
へ
の
展

開
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
市

で
は「
高
齢
者
等
の
移
動
支
援
事
業
」

に
よ
る
外
出
支
援
を
実
施
し
て
お
り
、

超
高
齢
社
会
の
進
展
を
見
据
え
、
公

共
交
通
の
利
用
促
進
や
移
動
支
援
を

検
討
す
る
た
め
、
部
局
横
断
的
な
検

討
会
議
を
設
置
し
て
い
る
。
他
自
治

体
で
実
施
さ
れ
て
い
る「
お
で
か
け

応
援
制
度
」の
創
設
に
つ
い
て
は
、
取

組
事
例
を
調
査
し
た
う
え
で
、
検
討

会
議
の
中
で
議
論
し
て
い
く
。

与
野
中
央
公
園
に
建
設
予

定
の
次
世
代
型
ス
ポ
ー
ツ

施
設
は
、
与
野
体
育
館
の
代
替
施
設

と
し
て
の
機
能
も
有
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
見
劣
り
し
な

い
か
。
ま
た
、
新
た
な
機
能
は
追
加

さ
れ
る
の
か
伺
う
。

次
世
代
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
両
者
の
結
節

空
間
で
構
成
さ
れ
、
与
野
体
育
館
の

機
能
は
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
が
継
承
す
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
の
競
技
ス
ペ
ー
ス
は
与
野
体

育
館
と
同
等
を
維
持
し
、
新
た
に
200

～
500
席
程
度
の
観
客
席
の
ほ
か
、
会

議
室
な
ど
の
整
備
も
考
え
て
お
り
、

利
用
料
金
も
適
正
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
防
災
備
蓄
倉
庫

や
二
次
避
難
所
な
ど
防
災
拠
点
と
し

て
の
活
用
も
想
定
し
て
い
る
。
施
設

の
多
様
な
新
空
間
を
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
産
業
振
興
の
場
と
し
て
も
活

用
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
き
た
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ

る
海
洋
汚
染
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
使
用
は
社
会
生
活
や
産
業
活
動

に
欠
か
せ
な
い
。
＊
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
新

法
施
行
を
踏
ま
え
、
回
収
処
分
方
法

な
ど
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

法
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

現
在
焼
却
処
分
し
て
い
る「
そ
の
他
の

＊
デ
マ
ン
ド
交
通
を
推
進
し

高
齢
者
の「
お
で
か
け
」応
援
を

議員の
市の

12月定例会「一般質問」ダイジェスト

与
野
中
央
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設

整
備
さ
れ
る
機
能
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
処
分

今
後
ど
う
変
わ
る
の
か

＊ デマンド交通
決まった時間に決まった路線を走る路線バスなどと異なり、
利用者の予約によりニーズに応じて柔軟な運行を行う公共交
通の一形態。

市
民
の
生
活
を
支
え
て
い
る
公
共
交
通

そ
の
充
実
は
高
齢
者
の
健
康
長
寿
に
も
つ
な
が
る

＊ �プラスチック新法�  
（プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律）

プラスチック資源循環法とも。プラスチック製品の製造から販
売、リサイクルに至る各段階で、関係者が協力して分別収集や
資源化に必要な取組を促進するもの。令和4年4月1日施行。

鴻
沼
川
沿
川
の
区
域

早
期
に
市
街
化
区
域
へ
編
入
を
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お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　小学生が市議会を訪問しました
主権者教育の一環として、与野南小学校6年生の児童30人がさいたま市議会を訪れました。児童は議員席に座り、議長
役の進行で、「与野南小学校臨時会」が開会され、児童らは「議会がない時は何をしているのですか」「議員さんが一番楽
しい仕事は何ですか」などと質問し、6人の議員が真剣に答弁を行いました。
また、「臨時会」後には議会棟の見学も行い、普段なかなか入る機会がない議長室などを訪れました。

議長の大役を務めた茂木孝太朗さん 古川彩奈さんは議員のやりがいについて質問

　会派の構成が変わりました
令和4年11月7日付で、新たな会派「さいたま未来市議
団」が結成され、小柳嘉文議員と土井裕之議員の所属
会派が民主改革さいたま市議団からさいたま未来市議
団に変更になりました。これにより、会派構成が次のと
おりになりました。

　市議会防災資機材取扱訓練を
　実施しました
災害時や緊急時における避難所運営に対する理解を深
めるため、防災担当者による講義の後、防災資機材の
取扱いの実技訓練を行いました。実際に簡易トイレや
プラスチックベッドの組立てを行い、避難所運営におけ
る取組を確認しました。

会派名 所属議員数 

令和4年11月7日現在 

民主改革さいたま市議団 15人

さいたま市議会自由民主党議員団 15人

公明党さいたま市議会議員団 11人

自由民主党さいたま市議会議員団 7人

日本共産党さいたま市議会議員団 7人

さいたま未来市議団 2人

無所属（会派に所属していない議員） 3人

  合計60人

人気の議長席は順番待ちに

旧
市
民
会
館
お
お
み
や
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
地

域
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

平
時
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
拠
点
、

災
害
時
に
は
避
難
場
所
や
物
資
な
ど

を
共
同
利
用
で
き
る
施
設
の
確
保
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

旧
市
民
会
館
お
お
み
や
の

跡
地
は
、
大
宮
駅
東
口
周

辺
公
共
施
設
再
編
全
体
方
針
で「
地
域

連
携
拠
点
」と
位
置
付
け
、
令
和
４
年

に
実
施
方
針
の
骨
子
を
策
定
し
た
。

骨
子
で
は
、
導
入
機
能
と
し
て
災
害

支
援
機
能
、
歴
史
・
文
化
・
学
習
・
交

流
機
能
の
具
体
化
な
ど
を
挙
げ
て
お

り
、
土
地
活
用
方
針
で
は
跡
地
と
山

丸
公
園
を
一
体
的
に
活
用
し
た
広
場

空
間
の
拡
充
や
、
氷
川
参
道
と
調
和

し
た
緑
地
空
間
の
創
出
に
向
け
、
公

民
連
携
手
法
の
活
用
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
令
和
３
年
に

は
、
平
時
は
交
流
拠
点
と
し
つ
つ
災

害
時
は
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
住
民
か
ら
要
望
も
受
け
て
お

り
、
地
域
交
流
の
場
や
防
災
機
能
強

化
に
つ
な
が
る
施
設
の
実
現
に
向
け
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

て
お
り
、
4
車
線
化
に
向
け
東
北
自

動
車
道
西
側
の
未
供
用
区
間
2
車
線

部
分
の
工
事
を
進
め
て
い
る
。
進
捗

状
況
と
し
て
は
、
令
和
2
年
度
に
東

武
野
田
線
を
跨ま

た

ぐ
岩
槻
跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
が
、

令
和
3
年
度
に
は
東
武
野
田
線
の
北

側
部
分
の
沿
道
整
備
な
ど
が
完
成
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
調
整
池
や
沿

道
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
5

年
度
末
の
供
用
開
始
に
向
け
、
今
後

は
さ
い
た
ま
春
日
部
線
と
交
差
す
る

加
倉
北
交
差
点
の
改
修
工
事
の
た
め

関
係
機
関
と
の
協
議
な
ど
を
進
め
て

い
る
。
加
倉
北
交
差
点
で
は
、
こ
の

区
間
の
開
通
に
よ
り
慢
性
的
な
渋
滞

が
緩
和
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

大
谷
口
地
域
の
交
通
空
白

地
域
を
解
消
す
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
都
市
計

画
道
路
の
早
期
整
備
な
ど
が
必
要
と

考
え
る
が
、（
仮
称
）明
花
駅
設
置
も

含
め
、
取
組
状
況
を
伺
う
。

大
谷
口
・
太
田
窪
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
7
年
度
に
着
手
し
、
令
和
3
年

度
末
時
点
で
進
捗
率
約
50
％
と
な
っ

十
分
な
幅
員
の
道
路
や
避
難
場
所
と

な
る
公
園
な
ど
、
市
街
地
に
ふ
さ
わ

し
い
都
市
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
一
定
の
要
件
と
な
る
。
鴻
沼

川
沿
川
区
域
は
、
市
の
中
央
部
で
人

口
も
多
く
、
地
域
生
活
拠
点
と
な
る

駅
も
位
置
し
て
い
る
た
め
、
要
件
を

満
た
せ
ば
市
街
化
区
域
に
編
入
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
区

域
は
広
い
が
幅
が
狭
く
、
上
流
域
と

下
流
域
で
は
土
地
利
用
の
状
況
も
違

う
こ
と
か
ら
、
各
地
区
の
状
況
を
十

分
調
査
し
、
そ
の
地
区
に
合
っ
た
編

入
手
法
を
勘
案
し
た
う
え
で
、
地
権

者
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

岩
槻
区
の
加
倉
北
交
差
点

は
、
ラ
ジ
オ
で
も
渋
滞
情

報
が
頻
繁
に
流
れ
る
ほ
ど
の
渋
滞
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。
す
で
に
周
辺
自
治

会
の
合
意
も
得
て
道
路
の
拡
幅
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況

と
、
完
成
の
見
通
し
を
伺
う
。

岩
槻
区
平
林
寺
橋
交
差
点

か
ら
加
倉
北
交
差
点
ま
で

の
約
2.8
㎞
は
暫
定
2
車
線
で
供
用
し

て
い
る
。
地
区
内
に
新
設
さ
れ
る
都

市
計
画
道
路
は
2
路
線
あ
り
、
武
蔵

野
線
北
側
の
南
浦
和
東
口
大
間
木
線

に
つ
い
て
は
、
一
部
交
渉
に
時
間
を

要
し
て
お
り
、
権
利
者
に
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
る
。
武
蔵
野
線
南
側
の

太
田
窪
明
花
線
に
つ
い
て
は
、
一
部

軟
弱
地
盤
の
対
策
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
工
期
短
縮
を
図
れ
る
工
法

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
効
果
的

な
工
法
を
土
地
区
画
整
理
組
合
な
ど

と
協
議
し
、
積
極
的
に
支
援
・
指
導

し
て
い
く
。
新
駅
設
置
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
Ｊ
Ｒ
に
対
し
要
望
し
て

き
た
が
、
今
後
も
こ
の
要
望
を
粘
り

強
く
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

旧
市
民
会
館
お
お
み
や
跡
地

地
域
の
声
を
聴
き
活
用
を

道
路
整
備
と
新
駅
設
置
で

交
通
空
白
地
域
の
解
消
を

加
倉
北
交
差
点
の
渋
滞
解
消
へ

道
路
工
事
の
進
捗
状
況
は

武
蔵
野
線
北
側
で
整
備
中
の
都
市
計
画
道
路

開
通
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
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お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　小学生が市議会を訪問しました
主権者教育の一環として、与野南小学校6年生の児童30人がさいたま市議会を訪れました。児童は議員席に座り、議長
役の進行で、「与野南小学校臨時会」が開会され、児童らは「議会がない時は何をしているのですか」「議員さんが一番楽
しい仕事は何ですか」などと質問し、6人の議員が真剣に答弁を行いました。
また、「臨時会」後には議会棟の見学も行い、普段なかなか入る機会がない議長室などを訪れました。

議長の大役を務めた茂木孝太朗さん 古川彩奈さんは議員のやりがいについて質問

　会派の構成が変わりました
令和4年11月7日付で、新たな会派「さいたま未来市議
団」が結成され、小柳嘉文議員と土井裕之議員の所属
会派が民主改革さいたま市議団からさいたま未来市議
団に変更になりました。これにより、会派構成が次のと
おりになりました。

　市議会防災資機材取扱訓練を
　実施しました
災害時や緊急時における避難所運営に対する理解を深
めるため、防災担当者による講義の後、防災資機材の
取扱いの実技訓練を行いました。実際に簡易トイレや
プラスチックベッドの組立てを行い、避難所運営におけ
る取組を確認しました。

会派名 所属議員数 

令和4年11月7日現在 

民主改革さいたま市議団 15人

さいたま市議会自由民主党議員団 15人

公明党さいたま市議会議員団 11人

自由民主党さいたま市議会議員団 7人

日本共産党さいたま市議会議員団 7人

さいたま未来市議団 2人

無所属（会派に所属していない議員） 3人

  合計60人

人気の議長席は順番待ちに
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国も地方も統一ルールでの運用に
地方公共団体における個人情報保護制度は、これまで団
体ごとに規定や運用が異なるなど、いわゆる「2000個問
題」として課題となっていましたが、令和３年に法が改正さ
れ、今年4月から国や地方公共団体など各機関でのルール
が個人情報保護法へ一本化されます。今回の改正では、各
団体ごとに異なっていた取扱いの不均衡・不整合を是正
するほか、官民や地域の枠を超えて活発化するデータ利
活用への対応も図られることとなりました。

市議会での自律的な個人情報保護制度を
本市においても、法改正の趣旨を踏まえた条例案が12月
定例会で可決されました。開示請求手続きなどを定める
法施行条例は、従前と同水準の市民サービスの提供と安
全性の確保に努める内容となっており、今年4月から適用
されます。一方、改正法では地方議会は国会と同様に適用
が除外されており、さいたま市議会として自律的な条例制
定が必要となるため、議会運営委員会での協議を経て、議
員から条例案が提出され、可決されました。

今号のトピックスでは、テレビ広報番組「ようこそさいたま市
議会へ」の制作現場の裏側をリポートしました。番組は、市議
会ホームページやYouTubeでいつでもご覧になれますので、
ぜひアクセスしてみてください。
市議会では、市民の皆様に市議会への興味と関心を高めてい
ただけるよう、「ロクマル」やテレビ広報番組のほか、議会中継
やホームページなど様々な媒体で市議会の情報をお伝えして
います。今後の議会広報活動にもぜひご注目ください。

編集後記 議会広報編集委員会

ロクマル　キーワード

Keyword 12月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

会期日程は、ホームページをご
覧ください。くわしくは議事課
（Tel.829-1753）までお問い合
わせください。

『個人情報保護制度』

「ようこそさいたま市議会へ」 テレビ埼玉
令和5年3月19日（日）午前10時～ 放送予定
過去に放送した番組も市議会ホームページで配信しています。

テレビ番組

この議会広報紙は636,500部作成し、１部当たりの作成経費は9円です（企画編集の経費を含みます）。

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。検索さいたま市議会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

議長 中島隆一 副議長 三神尊志

松本　翔 出雲圭子 鳥羽　恵
土井裕之 関 ひろみ 都築龍太
島崎　豊 小森谷 優 土橋勇司

本会議・委員会の傍聴 インターネット中継
会議の模様をライブ配信
（生中継）・録画配信して
います。ホームページから
アクセスしてください。

※現在、区役所ロビーでの
放映は行っておりません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※感染症対策にご協力
をお願いします。

2月1日（水）～
次の定例会は

今号の表紙は

岩槻区
● 岩槻人形　●時の鐘
● やまぶき

「人形のまち」として全国的に知られる岩槻区。２月23
日（祝）から３月12日（日）には、20回目となる「まちかど
雛めぐり」が岩槻駅東口周辺で開催されます。「吊るし
雛」や小学生による創作ひな人形の展示、各種イベン
トにより、岩槻のまちは華やかに彩られます。




